
  

★ 来年も よろしくお願いします ★ 

 江戸時代のお話です。ある有名な先生のもとに、若者が弟子になりたいとやって

きます。その先生には、すでにたくさんの弟子がおり、その弟子たちが学ぶ塾がい

っぱいだったそうです。それでも若者は、弟子にして欲しいと何度もお願いしに先

生を訪ねました。勉強をしたいと熱心に伝えたそうです。そして、ようやく 12 月

31 日に、先生から弟子になることを許されました。その時、その若者は「ありがと

うございます。明日から頑張ります。」とお礼を言います。その言葉を聞いて先生

は、弟子にすることを止めたということです。 

 先生は、あれほど弟子になりたいと言っているのに、弟子になって明日から頑張

るとは・・・。本当に弟子になりたいのなら今から勉強をするのではないか、と若

者に諭したそうです。「即」とは、すぐに。「除日」とは、12 月 31 日。「起講」とは、

講義を受け始める。という意味です。 

 毎年２学期の終業式では、この話を子どもにします。冬休みに入ると、寒さのせ

いかやるべきことが後回しになります。その時にやっておけば、後で後悔せずに済

んだものを、といつも思います。そんな自分の弱い心に、「即除日起講」と言い聞か

せていきたいものです。 

 令和４年は、学校が活力を取り戻した年でした。運動会に修学旅行、日常の教育

活動にも子どもの活躍が見られました。令和５年卯年を迎えます。子ども、保護者の皆様、地域の皆様がさら

に良い年でありますように、学校は頑張って参ります。 

【文責  森  昭二】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【なかよし集会の様子】 

豐原小学校だより

令和４年 12 月号 

〈豊小トピックス〉 

○なかよし集会【12 月７日】 

前半は運動場で４年ぶりの全校ゲーム、後半は

ズームで「人権」をテーマに行われました。前半

の「なかよしじゃんけん列車」は、じゃんけんで

負けた人が名前と好きな物を伝え、次々と列車で

つながりました。子どもたちがはしゃぐ様子は微

笑ましく感じました。後半は児童会から「いじめ

ゼロ子どもサミット」の報告、人権担当教諭の

話、校⾧先生の話と続きました。人権担当教諭の

話「雪の結晶」は、「ありがとう」と声をかける

と「きれいな雪の結晶」が、よくない言葉をかけ

ると「いびつな雪の結晶」ができるという本の話

でした。これは、科学的根拠はないそうですが、

人に置き換えてみると、心の中も言葉で変わると

考えることができます。言葉遣いを振り返るきっ

かけとなりました。 

1 水 児童会役員認証式、引継ぎ式

6 月 委員会活動

10 金 授業参観

13 月 代表委員会

15 水 Ｊアラート11：00　　

17 金 学費入金完了日

20 月
クラブ活動（3年生見学）
学費引き落し日

2月の行事予定


